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訂
正

一
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頁
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一
行
の
文
学
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究
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三
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・
四
○
合
併
号
を

第
七
十
二
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に
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編

集

後

記
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の
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ぜ
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誌

に
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ふ
る

っ
て
御
投

稿
を

お
願
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し
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い
・

昨
年
八
月
十
二
日
、
本
会
の
顧
問
の
九
大
名
誉
教
授
田
村
専

一
郎
先
生

が
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
七
十
七
才
で
あ
ら
れ
た
。
先
生
は
大
正
十
二
年
東

京
大
学
御
卒
業
、
直
ち
に
旧
制
福
岡
高
等
学
校
御
着
任
、
戦
後
学
制
改
革

後
も
九
大
教
養
部
教
授
と
し
て
、
前
後
四
十
年
に
わ
た
っ
て
勤
務
さ
れ
た
。

平
安
朝
文
学
を
主
に
講
じ
ら
れ
た
が
、
学
問
は
広
く
深
く
、
そ
の
清
雅
高

爽
の
文
人
的
風
格
は
今
に
受
講
生
の
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

御
所
蔵
の
支
子

(
く
ち
な
し
)
文
庫
約
八
千
冊
は
御
遺
志
に
よ
っ
て
九
州
大
学

図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
が
、
中
、
貴
重
書
も
少
く
な
い
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
整
理
が
済
み
次
第
適
当
な
機
会
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。

と
り
あ
え
ず

一
つ
だ
け
御
報
告
し
て
お
き
た
い
の
は
、
有
名
な
正
治
二
年

写
の
大
和
物
語

一
冊
が
特
に
九
大
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

先
生
の
御
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
そ
の
御
冥
福
を
会

員
各
位
と
共
に
御
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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記
)


